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坂井建雄 (監修) 人体の学校. ニュートン科学の学校シリーズ
ニュートンプレス, 2023 Jul. 176 pp.,

ISBN:978-4315527155

坂井建雄 (監修) 人体のふしぎはっけん! 366クイズ
主婦の友社, 2023 Aug. 400 pp.,

ISBN:978-4074550319

坂井建雄 (監修) 消化と吸収のしくみ (どうなってるの!?人のからだのしくみ大図解 3)
ポプラ社, 2023. Apr, 47 pp.,

ISBN:978-4591176610

福士政広, 阪間稔, 桑山潤, 原秀剛, 梁川範幸, 畑純一,

丹羽政美, 津田啓介, 藤田幸男, 藤淵俊王, 大谷浩樹, 五十嵐樹, 

武井宏行, 橋本雄幸, 井上一雅.

診療放射線技師　スリム・ベーシック　放射線医学概論
メジカルビュー社, 2023年3月30日, 125-140(7章 核医学).

ISBN:978-4758320887

佐藤英介, 只野喜一.
診療放射線技師 第75回国家試験（2023年）『ブルー／イエロー・ノート 

4th edition』対照表
メジカルビュー社, 2023年, P.1-2

坂井建雄 世界史は病気が変えてきた.
廣済堂出版, 2023 Oct. 320 pp.,

ISBN:978-4331524015

坂井建雄 (監修) 誕生と成長 (どうなってるの!?人のからだのしくみ大図解 2)
ポプラ社, 2023. Apr, 47 pp.,

ISBN:978-4591176603

坂井建雄 (監修) どうなってるの!? 人のからだのしくみ大図解
ポプラ社, 2023. Apr, 6 volumes.

ISBN:978-4591920053

坂井建雄, 岡田隆夫, 宇賀貴紀 (編) 2023年版『系統看護学講座』準拠 解剖生理学ワークブック
医学書院, 2023 Jan, 136 pp.

ISBN: 978-4260050890
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著者 タイトル 出版社・掲載誌名等

津田啓介 2024年版 診療放射線技師国家試験完全対策問題集ー精選問題・出題年別ー

オーム社, 2023年5月25日, 108-141, 520-561

(第Ⅰ編 精選問題-第4章 核医学検査技術学,

 第Ⅱ編 出題年別問題-第4章 核医学検査技術学).

ISBN:978-4274230523

堀拳輔，篠原広行，橋本雄幸. Pythonによる画像再構成と深層学習の基礎 (画像再構成シリーズ)
医療科学社，2023年.

ISBN:978-4860031435

Herlihy, B (著); 坂井建雄 (総監訳); 

大久保暢子 (監訳); 工藤宏幸 (監訳)
ヒューマンボディ 原著第7版

エルゼビア・ジャパン株式会社, 2023 Dec, 570 pp.

ISBN:978-4860346867.

坂本肇（監修:高橋康幸, 編集:杉野雅人/細田正洋） 放射線安全管理学、第12章B.2. X線透視、血管撮影
南江堂（東京）、2023年、p203-211.

ISBN:978-4524203949

高濱正伸 (監修), 田中利明 (監修), 坂井建雄 (監修) マンガでわかる！　10才までに覚えたい人体のふしぎ235
永岡書店, 2023 Apr, 320 pp.

ISBN:978-4522440179

坂井建雄 古代ギリシアの医学の祖, ヒポクラテス. 脳と神経の医学の歴史, 第1回 Clinical Neuroscience. 2023 Jan; 41(1):4-6.

坂井建雄
古代ローマのガレノス（1）―神経系の解剖学. 脳と神経の医学の歴史, 第2

回
Clinical Neuroscience. 2023 Feb;41(2):148-151.

坂井建雄 骨格筋の構造―マクロ、ミクロ、機能 Clinical Neuroscience. 2023 Feb;41(2):160-165.

坂井建雄 古代ローマのガレノス（2）―神経系の病気. 脳と神経の医学の歴史, 第3回 Clinical Neuroscience. 2023 Mar;41(3):300-303.

坂井建雄 中世ヨーロッパにおける脳の解剖学と医学. 脳と神経の医学の歴史, 第4回 Clinical Neuroscience. 2023 Apr;41(4):436-441.

坂井建雄
ヴェサリウス『ファブリカ』による脳の解剖学. 脳と神経の医学の歴史, 第5

回
Clinical Neuroscience. 2023 May;41(5):583-590.

坂井建雄 脳の病気を扱う16世紀の医学書. 脳と神経の医学の歴史, 第6回 Clinical Neuroscience. 2023 Jun; 41(6):740-744.

坂井建雄 フェルネル『普遍医学』が描く脳の機能. 脳と神経の医学の歴史, 第7回 Clinical Neuroscience. 2023 Jul ; 41(7):876-880.

坂井建雄 デカルトによる魂の再定義. 脳と神経の医学の歴史,第8回 Clinical Neuroscience. 2023 Aug;41(8):988-992.

坂井建雄 ウィリスによる脳の解剖と病気. 脳と神経の医学の歴史,第9回 Clinical Neuroscience. 2023 Sep;41(9):1125-1129.

坂井建雄
ブールハーフェとハラーによる神経の生理学説. 脳と神経の医学の歴史, 第

10回
Clinical Neuroscience. 2023 Oct;41(10):1260-1264.

坂井建雄
18世紀における「卒中」と「癲癇」―ソヴァージュによる疾病分類学とモ

ルガーニによる病気の座. 脳と神経の医学の歴史, 第11回
Clinical Neuroscience. 2023 Oct;41(11):1388-1394.

坂井建雄 ガルヴァーニから始まる電気生理学. 脳と神経の医学の歴史, 第12回 Clinical Neuroscience. 2023 Dec;41(12):1537-1541.

坂本　肇 血管撮影装置による医療被ばくの動向と展望 INNERVISION第38巻　第3号：38-40.2023

臼井桂介, 野田忠明, 渋川周平, 渡邉祐介, 橘英伸, 原直哉. ポリマーゲル線量計を用いた定位放射線治療の品質保証体制の構築 JASTRO NEWSLETTER, 2023;2巻：P.17-18

初田真知子
超弦理論

—4 つの力をまとめて表す究極の理論を求めて—

RADIOISOTOPES, 72, 185–195（2023）

doi: 10.3769/radioisotopes.72.185

座間佳男, 室井健三, 仲田栄子.
ドローンへ搭載したGPS付放射線線量計を用いた平野部における広範囲空

間線量率計測法の開発
国際医療福祉大学学会誌, 2023; 28(2)：13-24
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著者 タイトル 出版社・掲載誌名等

藤本進一郎, 代田浩之. 冠動脈石灰化スコア評価における人工知能の活用と今後の展望 細胞 2023;55(13):1075-1077.

有田晃大, 臼井桂介, 神山彩絵, 室伊三男, 後藤政実,

坂野康昌, 京極伸介, 代田浩之.

条件つき敵対生成ネットワークによる頭部MRIのモーションアーチファクト

の低減
順天堂保健医療学雑誌 2023;4(1):11-17.

神山彩絵, 臼井桂介, 有田晃大, 後藤政実, 坂野康昌,

京極伸介, 代田浩之.

シミュレーションデータを用いた条件付き敵対生成ネットワークによるス

パース投影CTの画質改善
順天堂保健医療学雑誌 2023;4(1):40-44.

坂井建雄
腎解剖学・生理学からみたホメオスタシス：高齢者の糸球体濾過量低下は

自然の摂理か
腎と透析. 2023 Nov; 95(5): 575-582.

坂井建雄, 福島正幸.
ディオスコリデス『薬物誌』の継承と編纂の医学史―刊本の書誌学的研究. 

日本医史学雑誌
日本医史学雑誌 2023 Mar; 69(1): 30-48.

坂井建雄 フェルネルFernel, Jean『普遍医学Universa medicina』 日本医史学雑誌. 2023 Mar; 69(1): 83-89.

坂井建雄 ヨーロッパ薬草書の編纂と出版の医学史―刊本の書誌学的研究 日本医史学雑誌. 2023 Dec; 69(4): 363-384.

坂井建雄 パレParé, Ambroise『著作集Les oeuvres』 日本医史学雑誌. 2023 Dec; 69(4): 405-412.

川越清以, 郡司修一,中野貴志, 初田真知子. 令和4 年度科学研究費助成事業（科研費，基盤研究等）審査結果報告 日本物理学会誌　Vol. 78, No. 8, 2023

小田敍弘, 上原周三, 中野努, 井手口忠光, 坂本肇, 田畑慶人, 

赤澤博之, 青木隆敏.

ファントムモデルを用いたモンテカルロシミュレーションによるFPD 胸部

撮影における肺組織の被写体コントラスト
日本放射線技術学会雑誌．2023,vol.79 No.2：128 -141.

前田幸人, 松本圭一, 井狩彌彦, 赤松 剛, 清水敬二, 津田啓介.
アミロイドPET薬剤を用いた放射性薬剤自動投与装置の投与精度に関する研

究
日本放射線技術学会雑誌, J-STAGE 早期公開(2023.12)

黒河千恵 電子線放射線治療の物理学 日本放射線技術学会雑誌, 2023; 79(10):1194-1199.
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Kamiyama S, Usui K, Muro I, Arita A, Goto M, Sakano Y, 

Kyogoku S, Daida H.

Improvement of image quality in sparse view CT by conditional generative 

adversarial networks usuing simulation data.
2023 International Students Academic Conference, Taiwan.2023.03

Arita A, Usui K, Muro I, Kamiyama S, Goto M, Sakano Y, 

Kyogoku S, Daida H.

Reduction og motion artifacts in head magnetic resonace imaging usuig 

conditional generative adversarial networks.
2023 International Students Academic Conference, Taiwan.2023.03

Suga K, Usui K, Arita A, Kamiyama S, Adachi H, Sakano Y, 

Kyogoku S, Daida H.

Evaluation of dose dividing ratio in a hybrid volumetric modulated arc 

therapy plan for non-small cell lung cancer.
The 2nd ICRPT, 神奈川.2023.04

Adachi H, Usui K, Arita A, Suga K, Kamiyama S, Sakano Y, 

Kyogoku S, Daida H.

Evaluation of the dosimetric effect of interfractional motion associated 

with a high-fluence beam in a low-density area of the planning target 

volume using intensity-modulated radiation therapy.

The 2nd ICRPT, 神奈川.2023.04

Fukunaga I, Shibukawa S, Yatsushiro S, Tawara K, Nakai T, 

Abe H, Aoki S, Miyajima A, Kuroda K.

MR-safety of mixed-brand of cardiac implantable electronic devices: 

Comparison of RF induced heating with approved single-brand at 1.5 T 

and 3.0 T.

2023 ISMRM & ISMRT Annual Meeting & Exhibition, Canada.2023.06

Tsuda K, Takemoto S, Onuki K, Tanimoto K, Kimura S, 

Murakami K.

The optimal reconstruction algorithm for FDG-PET/CT imaging using 

CaLM.

Society of Nuclear Medicine and Molecular Imaging (SNMMI) 2023 

Annual Meeting, USA.2023.06

Minagawa T, Hori K, Hashimoto T.
Data Acquisition Methods with Off- and Half-step for Few-view SPECT in 

Triple Detector Systems.
IEEE NSS MIC RTSD 2023, Canada.2023.11

Hori K, Hashimoto T.
Image Reconstruction Using Deep Image Prior in Projection Domain for 

Limited-Angle Problem.
IEEE NSS MIC RTSD 2023, Canada.2023.11

Arita A, Usui K, Shibukawa S, Goto M, Sakamoto H, 

Sakano Y, Kyogoku S, Muro I, Daida H, Ogawa K.

Reduction of Motion Artifacts in Head Magnetic Resonance Imaging 

Using Conditional Generative Adversarial Networks.

IEEE Nuclear Science Symposium and Medical Imaging Conference, 

Canada.2023.11

Yagi S, Usui K, Ogawa K.
Scatter and Beam Hardening Correction of Cone Beam CT with a 

Convolutional Neural Network.

IEEE Nuclear Science Symposium and Medical Imaging Conference, 

Canada.2023.12

渋川周平 脳の定量計測技術 : 脳環境 第6回 東北Advanced MR Forum, 宮城.2023.01

坂井建雄 総括『医学史事典』 日本医史学会1月例会, 日本医史学会編『医学史事典』刊行記念, 2023.01

堀拳輔
AI の世界に触れてみませんか？「深層学習の実践」（ハンズオンセミ

ナー）
日本放射線技術学会 第151回東京支部技術フォーラム, 東京.2023.03

坂井建雄 心臓の構造と機能の医学史―古代ガレノスから田原淳まで 第128回日本解剖学会総会・全国学術集会, 宮城.2023.03

坂井建雄
魯迅は仙台医学専門学校で何を学んだか～授業ノートが語る20世紀初頭の

医学教育事情
第128回日本解剖学会総会・全国学術集会, 宮城.2023.03

代田浩之 脳心血管病協議会活動の意義と展望～「協議会活動の今後の展望
日本内科学会予防ワーキンググループ企画シンポジウム2023,

東京.2023.04

津田啓介 撮像認証の流れ　ファントム評価
日本核医学会第23回春季大会 PET施設認証セミナー/PET撮像認証コース, 

WEB開催.2023.04-06

津田啓介 化学
日本アイソトープ協会 第1種放射線取扱主任者受験のための集中セミナー, 

オンライン講習.2023.05

坂井建雄 『医学史事典』が語る医史学の世界. 第124回日本医史学会総会・学術大会, 東京.2023.06

堀拳輔, 赤松剛, 山口智子, 遠田涼, Gu Yi, 岡本尚之. JAMITの未来をつくろう！ 第42回日本医用画像工学会大会, 大阪.2023.07
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演者 タイトル 学会等

代田浩之
第40回大島賞受賞講演「粥状硬化退縮・安定化そして心事故抑制：循環器

内科からの動脈硬化研究を振り返って」
第55回日本動脈硬化学会総会・学術集会, 栃木.2023.07

渋川周平 イチから学ぶ！MRIコントラスト 第27回　鳥取県ＣＩテクノロジーフォーラム, 鳥取.2023.08

代田浩之 EPAを極める -RESPECT-EPAからの知見-
第31回日本心血管インターベンション治療学会 Session OMT, 福

岡.2023.08

佐藤英介 人生のターニングポイント 第7回研究発表トレーニングキャンプ, 神奈川.2023.09

高橋昌哉 分子代謝計測と他核計測　“CEST法の基礎と今後の開発” 第51回日本磁気共鳴医学会大会 (JSMRM2023), 長野.2023.09

高橋昌哉 “Can we achieve a new era of CEST imaging?” 第59回日本放射線医学会秋季臨床大会, 徳島.2023.09

黒河千恵
米国医学物理臨床研修修了者に聞く

~日本の医学物理におけるネオクラシック～
第126回日本医学物理学会, 広島.2023.09

坂井建雄 医学の歴史、医学教育のために.
日本医史学会神奈川地方会・日本医史学会2023年秋季合同例会. シンポジ

ウム「医学史教育の確立に向けて」, 神奈川.2023.09

代田浩之 潜在的動脈硬化指標によるリスク予測 第36回日本冠疾患学会学術集会 内科ワークショップ1, 石川.2023.11

高橋昌哉 “CEST −原理と上腹部への応用への展望−“
日本磁気共鳴医学会教育部会主催 

第27回MR実践･先端講座　「肝胆膵領域 MRI」,東京.2023.12

Usui K.
Meta skills for Radiological technologists and Medical physicists, and 

Challenges in Education.
日本放射線腫瘍学会第36回学術大会,神奈川.2023.12

堀拳輔 Deep Learningの"いま"と"これから" 第11回クリニカルPETフォーラム, Online.2023.12

津田啓介 撮像認証について・認証の流れ 第5回九州核医学コミュニティ, WEB開催.2023.12

芳士戸治義 陰陽道が示す、干支と方位から運気を上げる方法 日本私立医科大学放射線技師長会　学術講演会,

芳士戸治義 紛争による地政学から見た、日本の医療経済への影響 日本私立医科大学放射線技師長会　研修会,

小澤拓也, 渋川周平, 飛山義慶, 臼井桂介, 坂本肇, 京極伸介. 運動負荷による前脛骨筋のT2*値変化の時系列解析 第51回日本放射線技術学会秋季学術大会, 愛知.2023.1

前原栄一, 臼井桂介, 馬場大海, 橘英伸, 斎藤アンネ優子, 坂本肇, 

坂野康昌, 鹿間直人.

小児・AYA世代の全脳全脊髄照射における妊孕性温存を目的としたVMATと

IMPTの線量分布比較
第51回日本放射線技術学会秋季学術大会, 愛知.2023.1

赤沼優文, 臼井桂介, 前原栄一, 坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介,

代田浩之.

深層学習によるPET/CT画像の低酸素領域抽出のためのデータオーグメン

テーション効果
第51回日本放射線技術学会秋季学術大会, 愛知.2023.1

Hatsuda M, Hulík O, Linch WD, Siegel WD, Wang D,

Wang YP.
Spacetime-worldvolume mixing in manifest U-duality brane theories. 日本物理学会2023年春季大会, 2023.03

岩崎敬, 斎藤雅志, 平井学, 桑原正紀, 小美野高志, 京極伸介,

鈴木通真.

CT用ハンドスイッチを併用した2段階注入法における造影撮影の有用性の検

討
第79回日本放射線技術学会総会学術大会予稿集, 神奈川.2023.04

宇多葉月, 渋川周平, 飛山義憲, 臼井桂介, 坂本肇, 京極伸介. 運動負荷による下腿骨格筋のT2*変化と筋力との関係 第77回東京支部春期学術大会, 東京.2023.05

岩崎敬, 斎藤雅志, 小杉祐司, 桑原正紀, 小美野高志, 平井学,

尾崎大, 横山健, 京極伸介, 鈴木通真.

2筒式インジェクターによる2段階希釈DSA法が造影剤使用量と手技時間に

与える影響
Japan Endovascular Treatment Conference2023, 東京.2023.05

臼井桂介, 神山彩絵, 有田晃大, 尾川浩一, 坂本肇, 坂野康昌,

京極伸介, 代田浩之.

条件付き敵対的生成ネットワークを用いたスパース投影CTの画像アーチ

ファクトの低減
第5回日本メディカルAI学会学術集会, 東京.2023.06

鈴木拓哉, 室井健三, 坂本肇. 2023年度関東甲信越　診療放射線技師学術大会 2023年度関東甲信越　診療放射線技師学術大会, 山梨.2023.06

土屋江里子, 坂井建雄.
18世紀ロンドンにおける解剖学私塾の興り～ウイリアム・ハンターの解剖

学校設立の背景～
第124回日本医史学会総会・学術大会, 東京.2023.06
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根木翼, 坂井建雄. Louisの瀉血研究はどのように評価されてきたか―没後150年間の変遷 第124回日本医史学会総会・学術大会, 東京.2023.06

皆川智哉, 堀拳輔, 橋本雄幸. 3検出器SPECT装置の新たなステップ間隔によるデータ収集法の提案 第42回日本医用画像工学会, 大阪.2023.07

吉川綾乃, 佐藤英介, 木谷文乃, 松岡瑞樹. ChatGPTは診療放射線技師国家試験を合格できるか？ 第17回日本診療放射線学教育学会学術集会, 東京.2023.08

長谷川望歩, 堀拳輔, 小島裕輔, 小山和也, 渋川周平, 津田啓介,

佐藤英介.
診療放射線技師国家試験対策スマホアプリの開発 第17回日本診療放射線学教育学会学術集会, 東京.2023.08

上西海都, 堀拳輔, 三本拓也, 小山和也, 津田啓介, 高畠賢,

井上一雅.
11Cメチオニン画像によるDeep Learningを用いたGTV描出精度の検証 日本核医学会PET核医学分科会PETサマーセミナー, 千葉.2023.08

堀拳輔, 橋本雄幸. 角度制限のあるPET画像再構成におけるDeep Image Priorの応用 日本核医学会PET核医学分科会PETサマーセミナー, 千葉.2023.08

赤沼優文, 臼井桂介, 藤川竜旗, 前原栄一, 渋川周平, 渡邉祐介. ポリマーゲル線量計の高速撮像法の検討 3Dゲル線量計研究会 若手の会 「第3回 夏の学校」, 2023.08

藤川竜旗, 臼井桂介, 赤沼優文, 前原栄一, 渋川周平, 渡邉祐介. マルチエコー法を用いたポリマーゲル線量計のT2緩和時間の解析 3Dゲル線量計研究会 若手の会 「第3回 夏の学校」, 2023.08

前原栄一, 臼井桂介, 赤沼優文, 藤川竜旗, 渋川周平, 渡邉祐介. 異なる施設のMRI装置を利用したポリマーゲル線量計の性能評価 3Dゲル線量計研究会 若手の会 「第3回 夏の学校」, 2023.08

山崎俊介, 福永一星, 渋川周平, 八ツ代諭, 俵和也, 中井俊子,

安部治彦, 川崎英生, 佐藤秀二, 木暮陽介, 青木茂樹, 宮島敦子,

黒田輝.

1.5と3Tにおける他社の本体・リード組み合わせからなる植込み型心臓ペー

スメーカの発熱に関するMR安全性
第51回日本磁気共鳴医学会大会, 長野.2023.09

安富美香, 齋藤和博, 荒木洋一, 田島祐, 勇内山大介,

渋川周平, 石田尚利.
MRIを用いた各種肝疾患とサルコペニアとの関連性に関する研究 第51回日本磁気共鳴医学会大会, 長野.2023.09

Goto M, Kamagata K, Takabayashi K, Goto T, Yuzawa T,

Kitamura Y, Hatano T, Hattori N, Aoki S, Sakamoto H,

Sakano Y, Kyogoku S, Daida H.

Repeatability and reproducibility in a deep learning-based brain volumetry 

software.
第51回日本磁気共鳴医学会大会, 長野.2023.09

川口尚希, 吉丸大輔, 渋川周平, 有薗英理, 荒木洋一, 林直弥,

清水聰一郎, 齋藤和博.
糖尿病リスク指標と認知機能スコア及びその双方が脳体積に及ぼす影響 第51回日本磁気共鳴医学会大会, 長野.2023.09

林直弥, 吉丸大輔, 渋川周平, 有薗英里, 荒木洋一, 川口尚希,

清水聰一郎, 齋藤和博.

様々な神経心理学検査から得られる脳機能の変化と見かけの神経密度の関

係性
第51回日本磁気共鳴医学会大会, 長野.2023.09

Hatsuda M, Hulík O, Linch WD, Siegel WD, Wang D,

Wang YP.
A-theory, A brane world-volume theory with manifest U-duality. 日本物理学会第78回年次大会, 宮城.2023.09

初田真知子, 山倉文幸, 川崎広明, 大竹淑恵, 竹谷篤, 高梨宇宙,

若林泰生, 池田啓一, 重永綾子, 秋山瑠奈, 木村壮丞, 寺田基哉,

矢澤恵.

深宇宙環境における大豆への中性子線の影響 日本物理学会第78回年次大会, 宮城.2023.09

神山彩絵, 臼井桂介, 有田晃大, 坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介,

代田浩之.
深層学習を用いて補正したスパース投影CT画像の腫瘍構造の再現性の評価 第126回日本医学物理学会学術大会, 広島.2023.09

Arita A, Usui K, Goto M, Sakano Y, Kyogoku S, Daida H.
Reduction Effect of Motion Artifacts in Head Magnetic Resonance 

Imaging using Conditional Generative Adversarial Networks.
第126回日本医学物理学会学術大会, 広島.2023.09

足立大翔, 臼井桂介, 有田晃大, 神山彩絵, 須賀健太, 小松哲也,

坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介, 代田浩之, 大泉幸雄.
VMATでのInter-fraction motionによる気管支周囲の線量評価 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会, 神奈川.2023.11

須賀健太, 臼井桂介, 足立大翔, 有田晃大, 神山彩絵, 坂本肇,

坂野康昌, 京極伸介, 代田浩之.

非小細胞肺がんに対するハイブリッド強度変調回転照射法の分配比による

線量分布の解析
日本放射線腫瘍学会第36回学術大会, 神奈川.2023.11

岩井文伽, 溝口蒼衣, 鈴木淳平, 竹元省太, 堀拳輔, 小山和也,

津田啓介.
FDG-PET検査におけるNLMフィルタを応用した画質改善法の基礎的検討 第43回日本核医学技術学会総会学術大会, 大阪.2023.11
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皆川蓮, 涌井春花, 竹本省太, 堀拳輔, 小山和也, 津田啓介.
アミロイドPET画像におけるNLMフィルタを応用した画質改善についての

基礎的検討
第43回日本核医学技術学会総会学術大会, 大阪.2023.11

涌井春花, 皆川蓮, 南川脩斗, 津田啓介, 堀拳輔, 竹元省太,

小山和也.

アミロイドPET画像における収集時間と画質の関連性についての基礎的検

討
第43回日本核医学技術学会総会学術大会, 大阪.2023.11

渋川周平, 菅博人, 舞草伯秀, 野田賀大, 野田賀大, 中島振一郎,

小池進介.

精神疾患における体積計測及び定量磁化率マッピングによる皮質下構造解

析
第45回日本生物学的精神医学会年会, 沖縄.2023.11

近藤杏美, 村中由佳, 水谷明日香, 小林正和, 岡本成史, 川井恵一.
細菌の増殖活性を反映したD-methionineの細菌感染症イメージングへの有

用性
第63回日本核医学会学術総会, 大阪.2023.11

藤井博史, 森一晃, 立石宇貴秀, 平田健司, 大崎洋充, 津田啓介,

井狩彌彦, 松本圭一, 赤松剛.

脳PET検査の標準化に役立つファントムPET画像データベースの構築とその

活用
第63回日本核医学会学術総会, 大阪.2023.11

須賀健太, 臼井桂介, 足立大翔, 有田晃大, 神山彩絵, 坂本肇,

坂野康昌, 京極伸介, 代田浩之, 順天堂大学大学院 保健医療学研

究科 診療放射線学専攻

RQ1-4. 非小細胞肺がんに対するハイブリッド強度変調回転照射法の分配比

による線量分布の解析
日本放射線腫瘍学会第36回学術大会報文集 36: 184-184, 神奈川.2023.12

足立大翔, 臼井桂介, 有田晃大, 神山彩絵, 須賀健太, 小松哲也,

坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介, 代田浩之, 大泉幸雄.
RQ2-1. VMATでのInter-fraction motionによる気管支周囲の線量評価 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会報文集 36: 185-185, 神奈川.2023.12

臼井桂介, 室伊三男, 後藤政実, 渋川周平, 堀拳輔, 京極伸介,

代田浩之.
ＭＲＩのデータベースから体動による画質劣化を定量分析するシステム 特願2023-022180、特許出願中、2023年2月16日,

川井恵一, 國嶋崇隆, 玉井郁巳, 小林正和, 松本拓也, 水谷明日香, 

村中由佳, 佐藤翔.
XCT機能診断薬 特願2023-028079


